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■省スペース、省コストで遮断機式手すりが設置できます。
■支柱が揺れてもキャッチソケットがはずれにくい機構なので安心です。
■φ35・φ32の手すり棒どちらでも使用できます。
■カットして高さを低くすることが可能です（下からカットしてください）。�
※アジャスト式で高さを微調整できます（調整可能寸法20mmまで）。
■ 木製手すりシリーズと組合せてのご使用を推奨しております。
※�襖用脱着手すり棒、ロングスパン1400、35強化コート手すり棒、丸棒手すり
はご使用になれません。
■木製手すりシリーズと組合せて、手すりを連続させることができます。（連
続させず遮断機の部分のみを使われる場合は、付属のエンドキャップを�
ご使用ください。）
■各種施設でもご使用いただけます。
■急に振り下がることがないよう緩衝ストップ機構がついています。
※�キャッチソケットからはずされた時に手前（水平方向）に引っ張るなどの力
がかかると壊れる恐れがありますので絶対にしないでください。

支柱2本で遮断機式手すりが
設置できます。
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商�品�コ�ー�ド 色 品�番 価�格

040-7035 Mブラウン＋ブラウン BDE-38BMB

1本　48,000円 
（税抜き）　

040-7036 Mブラウン＋ゴールド BDE-38GMB

040-7037 クリア＋ブラウン BDE-38BC

040-7038 クリア＋ゴールド BDE-38GC
●�材質：丸棒/天然木、ブラケット/アルミ合金、ベース/スチール、ベースカバー/スチール

商�品�コ�ー�ド 色 品�番 価�格

040-7040 Mブラウン＋ブラウン BDE-39BMB

1本　45,000円 
（税抜き）　

040-7041 Mブラウン＋ゴールド BDE-39GMB

040-7042 クリア＋ブラウン BDE-39BC

040-7043 クリア＋ゴールド BDE-39GC
●�材質：丸棒/天然木、ブラケット/アルミ合金、ベース/スチール、ベースカバー/スチール

軸側付属品 ⊕なべタッピンねじ6×40　6本
オールアンカーM10×60　3本
座金ナットM10用　3個
⊕丸皿タッピンねじ�3.5×20　5本
⊕丸皿タッピンねじ4×20　3本〈支柱上部固定用〉
φ32アダプター　2個
エンドキャップ　1個

受側付属品 ⊕なべタッピンねじ6×40　6本
オールアンカーM10×60　3本
座金ナットM10用　3個
六角棒スパナ（呼び5）　1本
⊕丸皿タッピンねじ�3.5×20　4本
⊕丸皿タッピンねじ4×20　2本〈支柱上部固定用〉
φ32アダプター　2個
エンドキャップ　1個

BDE-38BMB BDE-39BMB BDE-39GMB BDE-39BC BDE-39GCBDE-38GMB BDE-38BC BDE-38GC

軸側 受側

室内用手すり遮断機式支柱

※手すり棒は別売です。

室内用手すり遮断機式支柱

壁固定タイプは壁固定タイプは
P.186〜

遮断機式手すり
ブラケットシリーズ
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（単位：mm） （単位：mm）

施工上のご注意
●手すりの傾斜角度45°まで使用可能です。
●手すりの傾斜角度が45°を超える場合は、ご使用にならないでください。
●�手すりに傾斜をつけてご使用になる場合は、軸側支柱が必ず傾斜下部になるよう設置して
　ください。
●支柱を斜面に立てることはできません。
●�室内用手すり遮断機式支柱は他の遮断機式ブラケット・遮断機式手すりジョイントと併用
　させることはできません。

キャッチソケット

ラッチソケット

介護
保険 改修

ベースプレートサイズは、P.180をご覧ください。（共通） ベースプレートサイズは、P.180をご覧ください。（共通）

４５°

まで

軸側支柱

受側支柱

支柱を斜面に立てる
ことはできません。

施工上の注意

遮断機式手すり軸側支柱  １本

ソケット取付ねじ　　　　６本

ソケット取付アンカー　　３本

アンカー用座金ナット　　３個

支柱上部固定ねじ　　　　３本

手すり取付ねじ　　　　　５本

（＋ なべタッピンねじ６×４０）

（オールアンカーＣタイプ Ｍ１０×６０）

（セレート付フランジナットＭ１０用）

（ ＋ 丸皿タッピンねじ１種４×２０）

（ ＋ 丸皿タッピンねじ１種３．５×２０）

梱包部品明細 取扱上の注意
●玄関・床を掃除される際、ソケット内部に水分が入らないように注意してください。
ソケット内部は通気性が悪く、腐食の原因となります。
●長年ご使用されるとボルトやねじ類がゆるむことがありますので、定期的にゆるみを確認し、締め直してください。

ソケット

φ３２アダプター　　　　２個

エンドキャップ　　　　　１個

ライン

上部ブラケット

●当製品は室内用です。屋外では使用しないでください。
●φ３５、φ３２手すり兼用です。
　φ３２手すりをご使用の場合は、φ３２アダプターをご使用ください。
●支柱取付ピッチは　φ３５手すりの場合、９００ｍｍ以内
　　　　　　　　　　φ３２手すりの場合、７００ｍｍ以内で取付けてください。
●支柱を取付ける下地の確認を必ず行なってください。
　　木製下地の場合、厚さ４０ｍｍ以上
　　コンクリート下地の場合、厚さ１００ｍｍ以上
●高さ調整をしない場合も、支柱上部固定ねじで支柱上部を必ず止めてください。
●支柱を高くする場合、調整可能寸法は２０ｍｍです。
　支柱に高さ調整の限界を示すラインを入れています。
　支柱上部の固定ができなくなりますので、上部ブラケットの下端がラインを超える調整はしないでください。
●手すりの傾斜角度が４５°を超える場合は、ご使用にならないでください。
●手すりに傾斜をつけてご使用になる場合は、軸側支柱が必ず傾斜下部になるよう設置してください。
●支柱を斜面に立てることはできません。

　
●軸側支柱の軸側ジョイントは、使用時に手すり棒が急落下しない回転の硬さに設定しています。
　取付け時に回転させる場合には手すり棒を差込んで回転させてください。
●遮断機式手すりブラケットシリーズ(BF-21～30)との組合せはできません。

遮断機式手すり軸側支柱 ＢＤＥ－３８ 取扱・施工説明書
この度は当製品をお買い上げいただき誠にありがとうございます。
☆安全にご使用いただくために施工の際によくお読みいただき、以下の事を必ずお守りください。
☆この説明書は大切に保管してください。

！外開き扉部分に使用されますと、閉じ込め事故等が起こる恐れがありますので絶対にしないでください。
！この商品は手すり棒先端のラッチソケットが受側支柱のキャッチソケットに確実にセットされている時に強度が
　保持されます。キャッチソケットにセットされた時には、毎回確実にセットされていることをご確認ください。
！受側支柱のキャッチソケットからはずされた時に押したり、手前に引っ張るなどの力がかかると壊れる恐れがあ
　りますので絶対にしないでください。
！軸側支柱に潤滑剤を塗布されますと作動不良の原因となりますので絶対にしないでください。

！
警告
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Webで詳細図面を
ご覧頂けます。

ラッチソケット
形状変更

仕様変更本製品のアルミダイキャスト部分には
再生アルミ合金を使用し、地球環境へ
の配慮を行っております。

室内用手すり遮断機式軸側支柱　木製タイプマツ六 室内用手すり遮断機式受側支柱　木製タイプマツ六



製品動画を
ご覧いただけます。
バリアフリー 室内用手すり

QR01-2

施工方法

※��室内用手すり支柱とセレクトシリーズの横型ブラケットを併用される�
場合は、出幅調整ブラケット又はN自在ジョイントをご使用ください。

N自在
ジョイント壁

横受

支柱

a

b

出幅調整
ブラケット

150m
mまで

a＜bとなります。
※b≦�89.3mm（φ35の場合）
　　　�93.3mm（φ32の場合）

壁付ブラケットと併用する場合35セレクトシリーズとの使用例

32木製手すり
棒をご使用の場合は支柱間
隔を700mmまでとしてく
ださい。

900 900 100 100
900

エンドキャップ

自在ジョイント

エンドキャップ

エンド
支柱

コーナー
支柱

コーナー
支柱

支柱エンド支柱

900

900

900900

32木製手すり棒をご使用の場合は端部持ち出し寸法を
140mmまでとしてください。

（単位：mm）

（単位：mm）

１．支柱位置を決めます。

②取付け穴の位置に墨だしをします。 ③φ4.8mm�深さ40mmの
　下穴をあけます。

⑤カバーをかぶせます。④付属のソケット取付けねじで6か所を固定します。

２．支柱を取付けます。

3．高さ調整をします。

①カバーをはずします。
【木製下地の場合】

【高さを低くする場合】 ※木製タイプのみ

【高さを高くする場合】

【コンクリート下地の場合】

①カバーをはずします。②取付け穴の位置に墨だしをします。 ③φ10.5mm�深さ45mmの
　下穴をあけます。

④付属のソケット取付けアンカーを
　3か所に打ち込みます。

⑥カバーをかぶせます。⑤�アンカー用座金ナットで締め付けます。

※�畳への設置はできません

参　考
支柱を３本以上使用する場合の
通り出し、レベル出しをする場合

【手順】

2 �基準とする位置（通り・レベル）を決め、両端の支柱間に糸を張ります。

1 �施工手順の『2.支柱を取
付ける』際に、床面への固
定を仮固定とします。

3 �中間の支柱の位置(通り)を�
張った糸に合わせます。

4支柱を完全に固定します。
5 �高さを調整し、中間の�
支柱の位置(レベル)を�
張った糸に合わせます。

①�床面から手すり中心まで�
の高さを決め、支柱のカ�
ット寸法を出します。

⑤�φ3.2mmの下穴をあけ、付属の支柱
上部固定ねじで２か所を固定します。

②�支柱下部固定ねじを4か�
所はずし、ソケットから�
支柱を抜きます。

③�支柱をカットし、�
ソケットに差込みます。

④�φ3.2mmの下穴をあけ、②ではずした�
支柱下部固�定ねじで４か所を固定します。

 室内用手すり支柱の施工

【高さを調節しない場合】

φ35：900mm以内
φ32：700mm以内 支柱位置

φ35：900mm以内
φ32：700mm以内

カバー

カバー

ソケットベース図

φ1
18m
m

φ1
05m
m30° 30°

ソケット
　取付けねじ
　　（６本）

木製下地
（厚さ40mm以上）ソケット

取付けねじ

カバー

カバー

ソケットベース図

φ1
18m
m

φ8
0m
m

60°60°

ソケット
取付けアンカー
　　　（３本）

アンカー用
　座金ナット
　　（３個）

コンクリート下地
(厚さ100mm以上)

ソケット
取付けアンカー

アンカー用
座金ナット

支柱カット長さ＝
８５０ｍｍ－床面から
手すり棒中心までの高さ

床面から
手すり棒中心までの高さ

支柱下部固定ねじ

①で出した
長さをカット

支柱下部
  固定ねじ

支柱上部
固定ねじ

支柱上部
固定ねじ

支柱上部
固定ねじ

※調整可能寸法は２０ｍｍです。
　１回転させると１ｍｍ高くできます。
※支柱に高さ調整の限界を示す
ラインを入れています。
　支柱上部の固定ができなくなります
ので、上部ブラケットの下端がライ
ンを超える調整はしないでください。

①�φ3.2mmの下穴をあけます。 ②付属の支柱上部固定ねじで２か所を固定します。

①�支柱上部を左へ回転し、�
高さを決めます。

②�φ3.2mmの下穴をあ�
けます。

※�スチールタイプの場合は支柱上部固定ねじ（六角穴付
き止めねじ）を六角棒スパナで締付けて固定します。

③�付属の支柱上部固定ねじ�
で２か所を固定します。

レベル出し

通り出し

糸
※上部ブラケットの
　下端を基準にして
　います。

レベル調整

糸
※木製支柱の側面を
　基準にしています。

通り調整
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金物

収納・内装

建築資材

水まわり

防犯

耐震・防災

ペット用品

接着・テープ・
清掃・補修

道具・工具

お役立ち
コーナー

豆知識

ご利用方法

バリアフリー

▶ ▶
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支柱を立てる場所が水平でない場合は
スペーサーで微調整してください。
1か所につき2枚まで使用できます。

不陸調整にはこちら不陸調整にはこちら P.251

スタンド用調整スペーサー 厚み1mm


